
登録再生利用事業者 [全事業共通項目] 業界自主基準 現地確認チェックシート                                         一般社団法人 全国食品リサイクル連合会 

調査年月日には実際に調査した日付を記入すること 

調査対象欄には 調査対象の会社名を記入すること 

調査者には、審査人の名前を記入すること 

実施確認の結果評価については、不適合が出た場合、適合するまで是正すること 

 

 

 

☑実施 （実施していることを確認） ☑対象外（対象としない項目を確認）☑今後検討（次の更新審査までに取り組む） 

４．排出事業者との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

契約前、随時、要望の都度施設見学会を実施 ☑ □ □ 環境計画目標実施計画書 新規契約と自動更新により求めがあれば見学を実施している。直近で

は、令和 4年 5月 23日には、プラントメーカーからの紹介でスペイン

の方が海外から見学をされた。 

イベントの開催（食育ツアー・農業体験等） □ ☑ □   

廃棄証明証の提出 ☑ □ □  マニフェスト伝票 

法令の相談にのっている □ ☑ □  最近は食品リサイクル関係ではなし。 

付加価値商品の紹介（消臭剤他） □ ☑□  □   

排出事業者に出向いて分別教育 ☑ □ □ 食品廃棄物とプラスチックの分別方法 スーパ－ コンビニ等 

メール配信により情報提供（メディア掲載情報

等） 

 □ ☑    

生産者へのヒアリング結果を報告 □ ☑ □   

インターネットによる情報公開（見える化） ☑ □ □ 自社ホームページは公開している 新規情報などの更新はしていない。 

５．農林漁業者との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

試験機関等のデーター公開（成分・分析） ☑ □ □ 成分分析表 遠くに新規の個別農家さんに手渡している。 

リサイクル製品の率先購入や斡旋・販売支援 ☑ □ □ 食品リサイクルループ耕畜活動 取引農家さんの野菜をスーパーで売ってもらえるよう交渉中 

生産者以外の卸売業者、小売業者との意見交換 □ ☑ □   

リサイクルループの奨励活動（地域マッチング支

援） 

☑ □ □ 食品リサイクルループ耕畜活動 取引農家さんの野菜をスーパーで売ってもらえるよう交渉中 

国や地方自治体における補助金等の情報提供（生

産者経営基盤強化・コスト低減） 

□ ☑ □   

生産者の活動をＰＲ支援 □ ☑ □   

生産者の負荷業務支援（労働支援・改善策支援） ☑ □ □ 堆肥散布車 1台（モノづくり支援補助金を活用） 農家さんに堆肥散布支援を実施している。 

６．一般消費者との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

調査年月日 調査対象 調査者 区分 確認者 

令和 5 年 7

月 18 日 

会社名 ㈱サニタリーセンター 

 

所属 全食リ連 

担当者名 松岡力雄 

更新審査 

 

木村文男 

実施確認の 

結果評価 

評価  合格・不合格 
 



情報公開 

ＰＲ等 

地元行政や関係団体・消費者現場との連携 □ ☑ □  

 

 

口コミ活動（宅配カタログ配布支援等） □ ☑ □   

イベントの開催及び支援（見学試食会の開催等） □ ☑ □   

テレビ・新聞・雑誌への広報活動 □ ☑ □   

フード・アクションアワードへの参加 □ ☑ □   

７．周辺住民との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

周辺住民の行事に積極参加（交流） ☑ □ □ 夏祭り・御神輿写真あり コロナ関係で、行事は自粛してあたが、直近では夏祭りを開催するに

あたりお手伝い、寄付、保冷車の提供（冷たい飲み物） 

住民説明会の実施（定期・随時） □ ☑ □ なし  

イベントの開催または支援 □ ☑ □   

苦情受付の受付と対応 ☑ □ □ 苦情受付台帳 状況と対応を記録している 

学校給食３Ｒ推進（市の教育委員会や環境行政と

連携） 

☑ □ □ 本庄市・上里町 １市・１町の学校給食センタ－一ヶ所から生じる食品廃棄物をリサイ

クルしている。 

８．国や地方自治体との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 メモ 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

関係行政への定期訪問・担当者との継続意見交換 ☑ □ □ 本庄市・上里町 必要の都度訪問 

国や地方自治体の施策の把握や情報収集 ☑ □ □ 全食リ連の Zoom理事会 環境省・農林水産省等の最新情報を入手 

国や地方自治体からの講師依頼を積極受託 ☑ □ □ 埼玉県食品バイオマス資源循環推進研究協議会 8月 30日に鈴木取締役が事例発表予定 

国や地方自治体からの専門委員委嘱 □ □ □ 本庄市廃棄物減量委員会委員  

埼玉県食品バイオマス資源循環推進研究協議会 

木村代表取締役が委員就任 

鈴木取締役が参事就任 

国や地方自治体からの表彰授与 ☑ □ □ 優良緑化計画認定証（埼玉県） 埼玉県知事より表彰を受ける 

国や地方自治体の施設見学の積極的受け入れ ☑ □ □ 依頼があれば必要の都度  

国や地方自治体開催研修会への積極的参加 ☑ □ □ 許可講習会 埼玉県食品バイオマス資源循環推進研究

協議会  

埼玉県 

９．再生利用品の品質向上 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

積極的取

組姿勢 

第三者機関の品質保証制度取得の検討（ＦＲ認

証・エコフィード認証制度） 

☑ □ □ 日本土壌協会（FR認証） 

 

１１０２０１２０ のぞみ 令和 5年 8月 1日～令和 8年 7月 31日 

都道府県の再生利用製品認定制度取得の検討 □ ☑ □ 彩の国リサイクル製品認定証（更新） 埼玉県知事 認定番号 18-1号（令和 4年 3月 22日～令和 8年 3月 31

日）品名 堆肥 製品名のぞみ 

大学など地元研究機関や試験場と連携した高品

質化・安全性評価の向上 

□ ☑ □   

 地元農家からの利用評価（ヒヤリングと改善） ☑ □ □ 施肥の時に情報交換 前回との比較において、施肥料を増減したりしている。 

 



 

１０．人材育成（役員、社員教育） 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 

 

コメント 

研修会等

への積極

参加 

行政や関係機関、業界団体主催の研修会等に参加

しているか？終了証書の確認 

☑ □ □ 高齢者雇用推進セミナー（Zoom）に検討委員会委員と

して参加 

事例発表や現状と課題についてディスカッション 

外部機関

の活用 

外部専門機関から講師を招き、専門テーマごと勉

強会を実施している。 

□ ☑ □  コロナのため実施せず 

資格検定

の習得（業

務に必要

な資格等

の確認） 

関係資格の積極的取得（プロ意識の向上） 

土壌医検定等他 

☑ □ □ 資格者一覧表あり 

 

令和 5年 6月末現在 従業員（パート及びアルバイト含む）84名 

□国家資格である浄化槽管理士や第一種衛生管理者など多数の資格を

有している。 

ＦＡＭＩ

Ｃ研修 

農林水産消費安全技術センター主催の研修会等

に参加しているか？終了証書の確認 

□ ☑ □   

高齢者雇

用推進 

全食リ連（令和 4年版）高齢者雇用ガイドライン

を活用しているか？ 

☑ □ □ 全食リ連高齢者雇用セミナーに参加 鈴木取締役が検討委員会委員に就任し、ガイドラインの策定やセミア

ンーでの事例発表を行った。 

 

特記事項 

① 社員教育（84名）について、コロナ禍、社員を分散化（接触させないなど）したため、積極的に社員教育を行うことはしなかった。 

② 公益社団法人日本トラック協会より安全性優良事業所認定（Ｇマーク）、及び ISO14001環境マネジメントシステムを継続維持されている。 

③ 手狭になったため事務所を一部をプレハブ増設し、打ち合わせや接客スペースを確保した。 

④ 資格取得一覧表の掲示物については、今後更新予定である。 

 

 

総評 

① Gマークや ISO14001取得維持は大変であるが、鈴木取締役をサポートする事務の女性２名の方が、文書作成及び管理がしっかりされており、あらゆる書類がすぐに提出できる体制が整っている 

② ５年前の審査で課題として挙げられた、木村代表（78才）の高齢化については健康を維持され、毎日元気に出社されている。 

③ 収集運搬ドライバーたたき上げの鈴木取締役（55才）をサポートする役割としては、若手の収集運搬ドライバー（30代前半）の方を、現在、育成中である。 

④ 次回の５年後の更新では、事業承継も含め体制づくりについての環境を引き続き整えていくこととした。 

 

 


